
一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№1

質問主題

（質問の区分）

①今後さらに増加する高齢者の移動対策の充実が求められる中で、平成２８年３
月策定のかすみがうら市地域公共交通網形成計画から、地域公共交通再編実施
計画決定に至る経過について改めて確認し、デマンド型乗合タクシー廃止と、千
代田神立ラインバス導入についての関係性、経過を伺います。

②乗合タクシーを廃止して、要援護者高齢者等福祉タクシー利用料金助成事業
の対象者見直し、加えて６０歳以上の免許を持たない方を対象に新規のタクシー
利用事業５００円券を月６枚程度交付する予定と聞いています。タクシーでバス停
まで、路線バスにつなぐという趣旨は理解できます。しかし、本市にはタクシー事
業者は２社で、特に霞ヶ浦地区はカバーする面積も大きく台数の少ない状況で
す。霞ヶ浦広域バスは１日５便ですが、午前の２便に集中することが予想されま
す。タクシーから路線バスにスムーズに連結できる判断について伺います。

③土浦市の乗合タクシー制度は、利用者登録の際年会費１３，０００円納入し、利
用料金は６００円を支払うというものです。市から１１，０００円分の助成券が出るの
で実質２，０００円の年会費と聞きます。本市の方向として神立駅を公共交通の拠
点化することは土浦市と一緒に利活用を図ることになります。私は、千代田神立ラ
インバスを活かす意味でも、土浦市の乗合タクシー制度と同様の制度で本市に乗
合タクシー制度を残して住民の移動充実に当たるべきと考えます。乗合タクシー
の廃止見送りにより、市地域公共交通再編実施計画を見直し市民の移動手段の
充実を図る提案について市の見解を伺います。

質問要旨 答弁者

１．乗合タクシーの廃止
見送りにより、市地域公
共交通再編実施計画見
直し、市民の移動手段
の充実を図ることについ
て

通告
順

通告者

来栖　丈治
【一括方式】

(1)
市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№2

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

(1)
来栖　丈治
【一括方式】

２．会計年度任用職員
制度の導入による地方
公務員法の改正に伴う
本市の準備状況につい
て

令和２年４月施行で、地方公務員法と自治法の一部改正が予定されており、地方
においても臨時職員・非常勤職員を雇用して自治体は住民サービスを行っている
状況であります。そこで、会計年度任用職員制度の調査状況を含め、本市の進捗
状況について伺います。

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№3

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①教育行政を担当する職員が毎年入れ替わっていることについて

②教職員の異動による子どもへの影響について

③義務教育学校整備に向けた取り組みについて

①市内の公園の数、面積、遊具の状況について

②人口減少対策としての公園の位置づけについて

③子育て環境の充実に逆行する農村公園廃止について

①当市がめざす「コンパクトなまちづくり」について

②通院、買い物、人的交流などを担保する市民の交通権について

③農山村を支える地域担当課の創設について

１．他市に負けない教育
環境の整備に向けた体
制について

２．子育て世代を呼び
込むための公園整備に
ついて

教育長及び
担当部長

担当部長

担当部長
３． 農山村地域の生活
難民対策について

宮嶋　謙
【一問一答】

(2)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№4

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①ふるさと応援寄付の受け入れ状況について伺う。

②ふるさと応援寄付事業における課題点について伺う。

③ふるさと納税制度を活用し、今後どのような形で本市の地域発展に繋げていく
のか伺う。

市長及び担
当部長

１．ふるさと応援寄付の
有効活用について

櫻井　健一
【一括方式】

(3)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№5

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①政治倫理条例における市長等特別職及び議員の茨城県内の一体型条例の現
状について伺う。

②同じく土浦市と石岡市の政治倫理条例についての比較分析について伺う。

③これまでの答弁と市長及び議員政治倫理条例の一体型条例について伺う。

（第３５条「職員は、法律又は条例に特別の定がある場合を除く外、その勤務時間
及び職務上の注意力のすべてをその職務遂行のために用い、当該地方公共団
体がなすべき責を有する職務にのみ従事しなければならない」）に対して職員採
用プロセス及び職務においてどのような対応が求められ、指導を実施しているの
か伺う。
①定期及びそれ以外の申し込みに対する対応について

②申し込み段階の書類と履歴書の取り扱いについて伺う。

③一次試験の方法と合否判断基準について伺う。

④二次試験面接段階における準備作業について伺う。（履歴書及び調査につい
てを含む）

⑤二次試験面接時における受験者通達について伺う。

市長、教育
長及び担当

部長

１．市長等特別職の政
治倫理条例と議員政治
倫理条例における提案
方法について

２．地方公務員法第３５
条職務専念（副業禁止）
義務と採用に関わるコ
ンプライアンスについて

設楽　健夫
【一括方式】

(4)

市長及び担
当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№6

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

⑥二次面接試験の試験官について伺う。

⑦二次試験の結果審議と合否判断検討について伺う。

⑧採用取り消しの判断について、関連法律について伺う。

①霞ヶ浦地区、下稲吉地区、千代田地区の高齢化率７５歳以上の人口について
伺う。（現状の人口分布からの報告）

②１０年後２０年後の高齢化率と高齢者人口と７５歳以上の人口について現在の
人口実態からの推計値を伺う。

③高齢化時代の現状の公共交通・福祉交通（福祉タクシー・福祉バス）の実態に
ついて伺う。

④第２回公共交通会議資料の交通不便地帯について伺う。

⑤市内バス路線について現状を伺う。

⑥霞ヶ浦地区ミニバスあじさい号の廃止経過について伺う。

設楽　健夫
【一括方式】

(4)

市長及び担
当部長

３．高齢化社会の公共
交通・福祉交通の整備
について（交通不便地
帯の乗合タクシーの存
続を求める）



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№7

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

⑦土浦市の乗合タクシーとの現状比較について伺う。

⑧交通不便地帯の乗合タクシーの存続について伺う。

⑨交通不便地帯を重点にした利用のシュミュレーション調査実施について伺う。

⑩公共交通会議の検討結果及び実施計画について小学校区（霞ヶ浦地区旧小
学校）単位の公聴会の開催について伺う。

①事件の背景と今後の再発防止策について、教育委員会・校長会の審議経過と
防止策について伺う。

②かすみがうら市いじめ防止等に関する条例第１５条、１６条、１７条、１８条の運用
経過と決定された対策について伺う。

設楽　健夫
【一括方式】

(4)

市長及び教
育長

４．中学校生徒傷害事
件の経過と再発防止策
について市いじめ防止
等に関する条例の運用
について



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№8

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①当市の職員採用における地方公務員法違反の疑いについて、再度問う。
・ 昨年４月建設会社の代表取締役たる人物が市の職員に採用された。営利企業
の代表者であったことについて、市当局は採用時、認識していなかったのか。
・ 同年９月６日の私の一般質問後、当該市職員は９月１１日、当該建設会社役員
を辞任した。市長は、辞任すれば違反は免れると考えているのか。

②当該職員が関わる建設会社は代表者名を変更せず、つくば市の公共事業を遂
行していた。市長は、法的に問題ないと考えているのかを問う。
・ 当該職員は、登記簿謄本では当該建設会社の代表取締役を辞任したが、先に
請負っていたつくば市の公共事業については代表者名を変更せずに事業を遂行
していたことを明らかにした。市長は、調査はしたのか。その後の対応は、どのよう
にしたのか。
＊①②について、憲法１５条の規定に基づき答弁を求める。

①ごみの減量化・資源化の取組について、問う。
・ 家庭系ごみ以上に事業系ごみ減量化・資源化への取組が重要だが、現状と対
策については。
・ プラスチックごみのリサイクルについて当市の取組みについては。

②ごみの有料化について、問う。

市長
１．市職員の採用につ
いて

２．ごみの減量化・資源
化について

市長及び担
当部長

佐藤　文雄
【一括方式】

(5)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№9

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①小中学校給食費無料化の必要性について、改めて問う。
・ 全国的に学校給食費無料化（一部補助も含む）が進んでいる。教育委員会は、
なぜ学校給食無料化について検討しようとしないのか。

②当市は３歳児以上の主食は保護者負担となっていないが、保育料無償化に伴
い実費負担となるようだが当市はどうするのか、問う。

③保育士不足は解消されていないが、当市には待機児童（潜在的を含む）はいな
いのか、問う。

４．向原土地区画整理
事業について

向原土地区画整理事業について、いまだ組合が解散されていない。その後の動
向を問う。
・ この事業には技術的支援と称して千代田町政時代から行政が、関ってきた経過
及び現況の説明を求める。

市長及び担
当部長

３．教育・子育て支援に
ついて

佐藤　文雄
【一括方式】

(5)

市長、教育
長及び担当

部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№10

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①実行計画の策定時期について
基本計画策定後５年が経過する中、実行計画の策定が未だ策定されておりませ
ん。平成３１年第１回議会（３月議会）において、公共施設全体計画に先行して行
うとの答弁に基づく公共施設種類別計画の策定時期スケジュール及び進捗状況
について、市長にお伺いいたします。

②実行計画の策定に当たっての市民参加の担保について
具体的な全体の実行計画の策定に当たっては、市民に対する説明と情報提供の
ための説明や懇談会等を開催し、広く意見を聞き市民と連携しながら取り組む基
本計画を謳っておりますが、公共施設マネジメント推進委員会設置は、市民参加
の一環の一つとして行っているのか市長に確認のためお伺いいたします。

③今公共施設マネジメント推進委員会の意見は計画策定に十分反映されている
のか、今後どのように反映させる計画なのか、市長にお伺いいたします。

④具体的実行計画のスケジュール及び進捗状況の確認について
公共施設全体の具体的実行計画に先行して、実施する計画が示された種類別公
共施設計画策定の進捗状況について、市民参加の具体的なスケジュールを含め
市長にお伺いいたします。

矢口　龍人
【一括方式】

(6)

１．公共施設等マネジメ
ント計画（基本計画）に
基づく具体的な実行計
画策定の進捗状況につ
いて

市長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№11

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①社会教育法第２０条～２４条並びに公民館の設置及び運営に関する基準（Ｈ１
５．６．６文科省告示第１１２号）に基づく観点からの考察について、市長の考えを
お伺いいたします。

②かすみがうら市公民館設置及び管理等に関する条例並びにかすみがうら市地
区公民館運営規則に対する課題について、市長の見解をお伺いいたします。

①中心市街地に複合交流拠点（行政機能・図書機能）整備を平成３３年度完成に
向けて神立駅前周辺の整備を進めるとの市長公約とは、具体的にどのような計画
なのか、スケジュールを含めて、再度市長にお伺いいたします。

②既存公共施設の再構築と行政サービスとしての必要性の観点から下稲吉中地
区複合施設整備（公民館・コミュニティセンター・図書館）の今後の具体的計画に
ついて、再々度市長にお伺いいたします。

①コミュニティづくりの運営規則の目的と方針・事業等の整合性について

②コミュニティづくりの在り方について

③行政の指導・支援体制等について
以上、市長の見解をお伺いいたします。

市長

市長

市長

矢口　龍人
【一括方式】

(6)

４．中学校地区ごとに実
施されているまちづくり
としてのコミュニティづく
りの課題について

３．下稲吉中地区にお
ける市長公約を踏まえ
た複合施設整備の具体
的計画について

２．本市のまちづくりとし
ての公民館の設置及び
管理等に関する条例並
びに地区公民館運営規
則の課題について



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№12

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①６号バイパスの当該区間の早期事業化・着工が本市の社会基盤の最重要、最
優先課題である共通認識について
６号バイパスの位置づけを本市の社会基盤の根幹（背骨）としての位置づけである
ことを踏まえた当該区間の早期事業化・着工を具現化することが本市の最優先課
題であることの市長の認識をお伺いいたします。

②６号バイパス当該区間の早期事業化・着工を具現化するための手立てについ
て
６号バイパス当該区間の早期事業化・着工を具現化するための手立てについて、
従来の方法以外に考えはあるのか。早道に必要な条件とは何か、市長の見解を
お伺いいたします。

市長

５．６号国道バイパス（中
貫～千代田・石岡イン
ターまでの９．９キロ）の
事業化着工の早期実現
を。

矢口　龍人
【一括方式】

(6)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№13

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①改正生活困窮者自立支援法の認識について伺う。

②ひとり親家庭、生活困窮世帯への学習支援と教育格差の是正についての取り
組み状況について具体的に伺う。

③生活習慣改善についての対応策について伺う。

④現在の課題と支援事業の更なる推進について伺う。

①政府は２０２０年度末までに全国展開を目指しておりますが、当市の推進状況
について伺う。

②母子の孤立を防ぐために内容の充実と地域の実情に合わせて整備することが
急務です。今後の具体的な取り組みについて伺う。

①当市の新規就農者の状況と経営状況について伺う。

②地域の特性に合った人材育成と具体的な支援策について伺う。

③新規就農者に対する営農相談、及び対応状況について伺う。

市長及び担
当部長

１．生活困窮家庭の学
習支援強化と生活改善
の取り組みについて

中根　光男
【一括方式】

(7)

市長及び担
当部長

２．子育て世代包括支
援センター（日本版ネウ
ボラ）の取り組み状況に
ついて

３．新規就農者の育成と
当市の支援策について

市長及び担
当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和元年第２回定例会　№14

質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

①被災者支援システムの推進状況について伺う。

②今後の具体的な取り組みについて伺う。

市長及び担
当部長

４．災害時に被災者の
情報を一元管理する被
災者支援システム導入
について

中根　光男
【一括方式】

(7)
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質問主題

（質問の区分）
質問要旨 答弁者

通告
順

通告者

(8)
古橋　智樹
【一括方式】

１．外国人の居住・労
働・就学等に関する当
市対応ポリシーについ
て

少子高齢化において、外国人労働者の生産力が必須となることは、当市内にお
いても外国人人口の推移にも表れている。昨年末の入管法改正も今年度４月１日
から施行された。市内の市街化区域を中心とした自治会と外国人居住者とのコ
ミュニケーションやごみの出し方等、経済面では、１次産業から３次産業までの労
働者不足・経営環境等の需要変化、さらには、外国人の子どもの就学においても
関係各所の現場で課題が表れているが、各対応の拠り所として、当市としてのこ
れらの対応ポリシー策定が必要と考えられる。インバウンド計画や国際交流等の
既存事業との整合性も踏まえ、当市の行政として、当市概況に応じた消極的事案
から積極的事案まで今後の計画、在り方、役割等の対応を伺う。

市長、教育
長及び担当

部長


